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図2 三角格子上の ランダム充壌 :
患い六角形は B細胞 ､ 白い六角形はW細胞に対応する｡






















格子空間 :三角格子 (六角形分割),境界条件 :同期境界























Q (小川 寮 ･筑波大学物理工学系) :基本図形をつないだ見方をするとき､
自由度の数､変数の独立性に充分な配慮はなされていますか｡
A:御質問は二次元の計算機実験に関するものと思いますが､本文に示 したや
り方で作 った完全充填配置が基本図形 を繋 ぎ合わせることによって作 られ
たと解釈 した場合､問題が生 じるかという点が御質問の趣旨だと思います｡
基本図形を繋ぎ合わせ るプロセスを､個 々の基本図形の出現確率が与えら
れていて､ その確率に基づいて基本図形を､ たとえばある一点を中心に し
て順 々にその外側に組み立てながら空間を敷き詰めるというプロセスと考
えるならば､ それは ランダム逐次充填 とは違った配置を作 ります｡ なぜな
らば､ このプロセスを取れば､ ある時点で最外殻に位置する図形は内側の
図形の配置にのみ影響 を受けるのに対 し､逐次充填では､全ての方向か ら
影響を受けるか らです｡ したがって､ この解釈をする場合､ ランダム逐次





C(小川 泰) :細矢先生は､先程帰 られましたが､畳敷きの数え上げな
ど関連するお仕事 をな さっておられ ます｡
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